
（別紙３）

～ 2025年12月28日

（対象者数） 40 （回答者数）
15

～ 2025年12月28日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ミーティングや支援会議では、利用者ひとりひとりに合っ

た活動について職員が共通認識を持って取り組めるように話

し合っている。

2

・保護者のニーズに合わせて、年齢や参加人数によって開催

日を分けるなど対応できるように検討していきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・利用者が落ち着いて過ごせる環境であれば、地域の活動に

参加したい。

・事前に主催の方と連携を図り、利用者が安全に過ごせる環

境調整を行いたい。

2

・保護者のニーズを把握し、必要な情報を提供できるよう検

討する。

・実施の時期については保護者の方が多く参加できるよう日

程調整する。

3

○事業所名 キッズルームレモン

○保護者評価実施期間
2025年12月15日

○保護者評価有効回答数

2025年12月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年1月9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

〇放課後児童クラブや児童館との交流など、地域と関わる機

会が少ない。

・他事業所のイベントに参加することはあるが一部の利用者

のみとなっている。

〇家族に対して家族支援プログラム（ペアレントトレーニン

グ等）や研修会を実施できていない。

・保護者の就労状況等から参加していただく時間を作ること

が難しいと考えていた。

〇理学療法士が中心となって課題や支援プログラムを毎月計

画して行っている。

・プログラムの内容によっては集団活動以外に小集団や個別

対応をしている。

〇保護者参加イベントを年1回開催している。保護者同士や

きょうだい同士の交流の機会がある。

・利用者が事業所で取り組んでいるプログラムを保護者や

きょうだいにも体験してもらうことで活動への理解を深める

ことができた。職員や保護者同士で情報交換をして交流の機

会を持つことができた。

事業所における自己評価総括表公表


